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 下関市における移動に関する課題 

（１） 公共交通の現状 

ア. 下関市の公共交通網 

●下関市の公共交通網 

鉄道は瀬戸内海に沿った山陽本線と山陽新幹線、日本海側で本市の南北を結ぶ山陰本

線があります。路線バスは市内の全域で運行しており、菊川地域・豊北地域・豊田地

域では市が生活バスを運行しています。また、豊北地域では地域団体がコミュニティ

タクシーを運行しています。航路は門司港、六連島、蓋井島へ就航しており、韓国へ

の国際航路も有しています。 

 

図 ４.１ 下関市の公共交通網  
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●鉄道の運行本数 

市内を運行している山陽本線及び山陰本線の運行本数は、下関駅から離れるほど減少

しています。特に、山陰本線は小串駅を境に運行本数が大きく減少している状況にあ

ります。 

 

 

図 ４.２ 主要駅間の運行本数  
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